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す
る
事
業
は
10
分
の
10
以
内
）
、

協
定
団
体
は
３
分
の
２
以
内
（
い

ず
れ
も
上
限
５
０
０
万
円
）。

⃝
募
集
期
限　
▽
一
般
枠　
８
月

26
日
㈮
ま
で　
▽
活
性
化
枠　
期

限
は
な
く
随
時
募
集
し
ま
す
。

⃝
提
出
先
　
本
庁
舎
地
域
支
援
課

（
２
階
）

問
県
南
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部

地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
☎
㉓

１
５
４
６

　
「
市
民
納
涼
花
火
大
会
」
を
８

月
７
日
に
、
城
山
公
園
で
開
催
し

ま
す
。
本
大
会
は
東
日
本
大
震
災

復
興
祈
願
と
し
て
開
催
さ
れ
る
も

の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
協
賛
を
お

願
い
し
ま
す
。

⃝
申
込
方
法　
㈶
観
光
物
産
協
会
、

白
河
商
工
会
議
所
、
本
庁
舎
商
工

観
光
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
㈶
白
河
観
光
物
産
協
会
☎
㉒
１

１
４
７

　　
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
外
地
な

ど
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務

に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
お
よ
び

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
、
毎

年
（
１
回
）
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
更
新
申
請
書
お
よ
び
児
童
扶

養
手
当
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
提
出
し

な
い
と
、
引
き
続
き
医
療
費
の
助

成
や
手
当
て
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
受
給
者
に
は
、
申
請
書
な
ど
を

後
日
送
付
し
ま
す
。

⃝
受
付
期
間
　
▽
ひ
と
り
親
家
庭

終
了
す
る
予
定
で
す
。

　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
以
後
は
、

デ
ジ
タ
ル
放
送
で
テ
レ
ビ
を
視
聴

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
の
い

ず
れ
か
を
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ

レ
ビ
に
買
い
換
え
る
。

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
が
付

い
た
設
備
（
チ
ュ
ー
ナ
や
ビ
デ
オ

等
）
を
買
い
足
す
。

※
ど
ち
ら
も
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
デ
ジ
サ
ポ
福
島
☎
０
２
４
︲
５

０
５
︲
１
０
１
０
／
総
務
省
地
デ

ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０

︲
０
７
︲
０
１
０
１

問
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
大
信
庁
舎
事
業
課
内
）
☎
㊻
３

９
７
３

　
「
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
！
」

は
、「
世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
平
和
の
文
化
と
非
暴
力
の
国
際

10
年
」
の
主
要
事
業
で
す
。
ノ
ー

ベ
ル
平
和
受
賞
者
た
ち
に
よ
っ
て

起
草
さ
れ
た
「
わ
た
し
の
平
和
宣

言
」
を
紹
介
し
な
が
ら
、
平
和
へ

の
祈
り
と
願
い
を
込
め
て
、
市
内

の
お
寺
で
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

⃝
日
時　
７
月
19
日
㈫
／
正
午

《
わ
た
し
た
ち
の
平
和
宣
言
》

①
す
べ
て
の
命
を
大
切
に
し
ま
す

②
ど
ん
な
暴
力
も
許
し
ま
せ
ん　

③
思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、
助
け

合
い
ま
す　

④
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
ま
す

⑤
か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
を

守
り
ま
す　

⑥
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
ま
す

問
ユ
ネ
ス
コ
協
会
（
本
庁
舎
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
課
内
）
内
２
３
８
３

　
市
で
は
、
糖
尿
病
ゼ
ロ
作
戦
に

　

市
で
は
、
震
災
で
被
災
し
た
住

宅
の
復
旧
工
事
（
屋
根
・
壁
・
床

・
基
礎
等
の
修
繕
補
修
工
事
な
ど
）

を
対
象
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

⃝
対
象   

自
ら
居
住
し
て
お
り
、

一
部
破
損
以
下
の
被
害
を
受
け
た

住
宅
（
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
半

壊
の
住
宅
を
除
く
）　

※
り
災
証
明
が
な
い
場
合
、
写
真

等
で
被
害
が
確
認
で
き
る
こ
と

⃝
補
助
金
額　
対
象
工
事
費
の
10

％
補
助
（
上
限
15
万
円
）

⃝
申
請
期
限　
11
月
30
日
㈬
ま
で

（
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
工

事
が
完
成
す
る
事
）

問
災
害
対
策
生
活
支
援
☎
㉒
１
１

３
５
／
本
庁
舎
建
築
住
宅
課　
内

２
２
６
４　
※
各
庁
舎
事
業
課
で

も
窓
口
対
応
し
て
い
ま
す
。

⃝
日
時　
７
月
30
日
㈯
／
午
後
３

時
～
８
時
30
分

⃝
会
場　
大
信
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
前
駐
車
場
（
大
信
増
見
）

⃝
内
容　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
ョ
ー
、

盆
踊
り
大
会
、
花
火
大
会
な
ど
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取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
大
切
で
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
平
成
23
年
度
特
定
健
康
診
査

の
結
果
、
①
空
腹
時
血
糖
１
１
０

㎎
／
ｄ
ｌ
以
上
１
２
５
㎎
／
ｄ
ｌ

以
下
ま
た
は
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
5.2
％
以

上
6.0
％
以
下
の
方
、
②
空
腹
時
血

糖
95
㎎
／
ｄ
ｌ
以
上
・
Ｈ
ｂ
Ａ
１

ｃ
5.2
％
以
上
で
、
家
族
歴
に
糖
尿

病
・
心
血
管
疾
患
・
脳
血
管
疾
患

の
あ
る
方
を
対
象
に
、「
血
管
若
返

り
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
・
内
容　
①
８
月
２
日
㈫

／
午
前
９
時
30
分
か
ら
／
医
師
の

講
話　
②
８
月
17
日
㈬
／
午
前
９

時
30
分
か
ら
／
栄
養
士
の
講
話

③
９
月
５
日
㈪
／
午
後
１
時
30
分

か
ら
／
有
酸
素
運
動　
④
10
月
５

日
㈬
／
午
後
１
時
30
分
か
ら
／
有

酸
素
運
動　
⑤
11
月
７
日
㈪
／
午

後
１
時
30
分
か
ら
／
有
酸
素
運
動

⑥
11
月
21
日
㈪
／
午
前
８
時
30
分

か
ら
／
血
液
検
査　
⑦
12
月
14
日

㈬
／
午
後
１
時
30
分
か
ら
／
教
室

の
ま
と
め　
※
①
の
医
師
の
講
話

以
外
は
64
歳
ま
で
の
方
が
対
象
で

す
。

◦
会
場　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
北
中
川
原
）

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
健
康
増
進
課
☎
㉗
２
１
１
２

　
県
で
は
、
県
民
の
文
化
活
動
支

援
を
目
的
に
８
月
１
日
か
ら
11
月

30
日
ま
で
に
行
う
左
記
の
事
業
を

対
象
に
、
助
成
申
請
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

◦
対
象
事
業　
①
広
く
県
民
に
公

開
す
る
文
化
活
動
の
成
果
発
表
事

業
（
美
術
展
、
音
楽
会
、
演
劇
な

ど
の
公
演
や
文
芸
誌
出
版
な
ど
）

②
発
表
会
や
公
的
機
関
か
ら
招
へ

い
さ
れ
て
参
加
す
る
事
業
な
ど

◦
対
象
者　
県
内
に
住
所
ま
た
は

活
動
の
本
拠
を
有
す
る
個
人
（
県

外
在
住
の
県
出
身
者
も
含
む
）
ま

た
は
団
体

◦
受
付
期
限　
７
月
28
日
㈭
ま
で

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
４

　　
福
島
、
宮
城
、
岩
手
県
の
3
県

以
外
の
地
域
の
放
送
局
で
は
、
７

月
24
日
㈰
を
も
っ
て
地
上
ア
ナ
ロ

グ
放
送
が
終
了
す
る
た
め
、
視
聴

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

福
島
県
で
は
、
7
月
24
日
か
ら
1

年
以
内
に
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
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と
り
親
家
庭
医
療
費
更
新
申
請

書
お
よ
び
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

案
内

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願

「
市
民
納
涼
花
火
大
会
」
協
賛

ふ
る
さ
と
川
ま
つ
り
in
た
い
し
ん

「
が
ん
ば
っ
ぺ
！
た
い
し
ん
！
」

「
平
和
の
鐘
（
か
ね
・
お
と
）

を
鳴
ら
そ
う
！
」
運
動

第
２
期
福
島
県
文
化
振
興

基
金
助
成
事
業

医
療
費　
７
月
15
日
㈭
～
29
日
㈮

▽
児
童
扶
養
手
当　
８
月
１
日
㈪

～
31
日
㈬
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）

⃝
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
　
本

庁
舎
こ
ど
も
課　
内
２
７
３
１
／

各
庁
舎
教
育
振
興
課　
表
郷
☎
㉜

４
７
８
２　
大
信
☎
㊻
３
９
７
５

東
☎
㉞
３
１
４
６

　
県
で
は
、
地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
団
体
・
集
落
な
ど
に
対
し
て

地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業
（
サ

ポ
ー
ト
事
業
）
の
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
募
集
は
、「
震
災

復
興
へ
向
け
た
取
り
組
み
（
風
評

被
害
対
策
を
含
む
）」
を
最
優
先

テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

⃝
対
象
事
業
お
よ
び
助
成
額
　

▽
一
般
枠   

民
間
団
体
が
取
り
組

む
広
域
的
、
先
駆
的
、
モ
デ
ル
的

な
事
業
で
、
補
助
率
３
分
の
２
以

内
（
上
限
５
０
０
万
円
）

※
震
災
復
興
に
関
連
す
る
事
業
は

最
大
10
分
の
10
（
上
限
１
０
０
万

円
）

▽
過
疎
・
中
山
間
地
域
集
落
等
活

性
化
枠　
集
落
等
活
性
化
に
関
す

る
事
業
全
般
。
集
落
等
は
５
分
の

４
以
内
（
地
域
づ
く
り
計
画
に
関

救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海
軍
従

軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給
付
金
受

給
者
を
除
く
）
に
、
そ
の
労
苦
に

報
い
る
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名

の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
ご

本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

⃝
請
求
期
限
　
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で

問
総
務
省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理

室
業
務
担
当
☎
０
３
︲
５
２
５
３

︲
５
１
８
２

　
常
用
労
働
者
を
１
人
か
ら
４
人

雇
用
し
て
い
る
事
業
所
（
７
月
31

日
現
在
）
を
対
象
に
、
毎
月
勤
労

統
計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

　
こ
の
調
査
は
、
賃
金
・
労
働
時

間
お
よ
び
労
働
者
数
の
動
向
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

　
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
統

計
調
査
員
が
調
査
対
象
事
業
所
に

伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
の
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

問
県
統
計
調
査
課
☎
０
２
４
︲

５
２
１
︲
７
１
４
５
／
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.m
hlw

.
go.jp/toukei/list/31-1.
htm

l 毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

地
域
づ
く
り
総
合
支
援
事
業

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
贈
呈

被
災
住
宅
復
旧
支
援
事
業

血
管
若
返
り
教
室

白
河
市
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
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１
１
０
番
か
、
白
河
警
察
署
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
白
河
警
察
署
☎
㉓
０
１
１
０

   

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
、

今
年
の
夏
場
の
電
力
不
足
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
は
、
冷
房
機

器
の
使
用
な
ど
で
電
力
の
使
用
量

が
増
え
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
が

増
加
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
の

大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

　
市
民
や
企
業
の
皆
さ
ん
に
、
節

電
・
省
エ
ネ
に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
５

⃝
日
時
　
７
月
24
日
㈰
／
午
後
６

時
30
分
～
８
時

⃝
会
場
　
白
河
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

（
隈
戸
）

⃝
内
容
　
か
ぶ
と
虫
・
く
わ
が

た
取
り
、
花
火
大
会
な
ど

⃝
参
加
料
　
無
料
（
先
着
１
０
０

人
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
白
河
ゴ
ル
フ
倶
楽

部
☎
㊻
２
３
０
０

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
医
療
支
援
団

が
取
り
組
ん
だ
農
地
再
生
の
道
の

り
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
７
月
８
日
㈮
～
10
日
㈰

／
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

⃝
会
場
　
ホ
テ
ル
＆
コ
テ
ー
ジ

白
河
関
の
里
（
表
郷
金
山
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
表
郷
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☎
０
８
０
︲
５

５
５
７
︲
７
０
７
２

⃝
日
時
　
７
月
19
日
㈫
／
午
後
７

時
か
ら

⃝
会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
内
容
　
「
原
発
震
災　

福
島

３
．
11
か
ら
未
来
へ
」
／
元
Ｎ

Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
・
解
説
主
幹　

小こ
い
で出
五ご

ろ
う郎
氏

⃝
参
加
料
　
無
料
（
先
着
１
０
０

人
）

問
㈶
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４
２
７

　
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
、
が
け
崩

れ
や
地
す
べ
り
、
土
石
流
な
ど
の

土
砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま

す
。

　
特
に
今
年
は
、
震
災
の
影
響
に

よ
り
、
地
下
深
く
ま
で
地
盤
が
ゆ

る
ん
で
い
ま
す
の
で
、
少
量
の
雨

で
も
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
気
象
や
土
砂
災
害
に
関
す
る
警

報
な
ど
に
注
意
し
、
少
し
で
も
危

険
を
感
じ
た
ら
、
早
め
に
避
難
す

る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

《
こ
ん
な
現
象
に
ご
注
意
》

▽
が
け
崩
れ　
・
が
け
か
ら
小
石

が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る　
・
樹

木
が
ゆ
れ
る　
・
斜
面
か
ら
水
が

湧
き
出
る
な
ど

▽
土
石
流　
・
川
や
沢
の
中
で
ゴ

ロ
ゴ
ロ
と
い
う
音
が
し
た
り
、
火

花
が
見
え
た
り
す
る　
・
川
や
沢

の
流
れ
が
に
ご
り
、
生
木
が
流
れ

て
く
る
な
ど

▽
地
す
べ
り　
・
池
の
水
が
に
ご

っ
た
り
、
減
っ
た
り
す
る　
・
地

鳴
り
や
山
鳴
り
が
す
る
な
ど

※
こ
れ
ら
の
現
象
が
見
ら
れ
な
く

て
も
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
道
路
河
川
課　
内
２
２
７
３

　
最
近
、
市
役
所
職
員
を
名
乗
り
、

義
援
金
名
目
で
個
別
訪
問
に
よ
る

募
金
活
動
を
し
て
い
る
事
例
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
個
別
訪
問
に
よ
る
募

金
活
動
等
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
訪
問
者
が
あ
っ
た
ら

◇運動スローガン
『安全運転　
　ココロのベルトも
　　　　引き締めて』

◇運動の重点
①すべての座席のシートベ
　ルト・チャイルドシート
　の正しい着用の徹底
②悪質・危険な運転の根絶
③自転車の安全利用の推進

問本庁舎生活環境課
　　　　　　　内2162

夏の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

23 22

お
願
い

土
砂
災
害
に
注
意
を

義
援
金
詐
欺
に
注
意
を

省
エ
ネ
活
動
を

ま
ち
か
ど
伝
言
板

親
子
で
か
ぶ
と
虫
・
く
わ
が
た
取
り

㈶
立
教
志
塾
７
月
定
例
研
修
会

   

夏
を
迎
え
ま
し
た
。
あ
の
震
災
か
ら
四
か

月
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
原
発

災
害
は
収
ま
る
気
配
が
見
え
ま
せ
ん
。
フ
ク

シ
マ
は
、
原
発
の
悲
劇
の
象
徴
と
し
て
歴
史

に
刻
み
込
ま
れ
そ
う
で
す
。
さ
て
、
時
の
経

過
と
と
も
に
色
々
な
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
現
場
の
強
さ
が
あ
り
ま

す
。
惨
禍
の
中
、
冷
静
さ
を
保
ち
、
苦
し
み

に
耐
え
て
い
る
日
本
人
へ
の
称
賛
の
声
が
聞

か
れ
ま
す
。
ま
た
、
救
助
の
現
場
で
の
自
衛

隊
・
警
察
・
消
防
の
働
き
。
使
命
感
に
満

ち
、
秩
序
だ
っ
た
機
敏
な
仕
事
ぶ
り
に
は
誰

し
も
が
共
感
し
ま
し
た
。
消
防
団
は
地
域
の

宝
、
安
心
と
信
頼
の
象
徴
で
す
。
同
様
に
自

衛
隊
・
警
察
は
国
を
守
り
、
地
域
を
支
え
る

砦
。
特
に
自
衛
隊
は
そ
の
生
い
立
ち
は
不
幸

で
し
た
が
、
今
や
国
民
の
信
を
得
た
正
統
な

防
衛
組
織
で
す
。
こ
の
国
会
で
思
わ
ず
“
暴

力
装
置
”
と
言
い
放
っ
た
偉
い
政
治
家
が
い

ま
し
た
。
場
を
取
り
違
え
た
妄
言
だ
と
気
づ

い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

   

震
災
で
、
東
北
は
重
要
部
品
の
一
大
供
給

地
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
も
の
づ
く
り
、
そ
の
根
っ
子
は
工
場

に
あ
り
ま
す
。
被
災
後
、
い
く
つ
か
の
工
場

を
歩
き
激
励
し
て
き
ま
し
た
が
、
修
復
に
向

け
た
従
業
員
の
目
の
輝
き
、
士
気
の
高
さ
に

感
動
し
ま
し
た
。
再
開
に
精
魂
を
傾
け
、
ラ

イ
ン
が
動
き
出
す
瞬
間
、
手
を
叩
き
喜
び
あ

う
。
一
旦
目
標
が
決
ま
れ
ば
、
互
い
の
配
慮

と
分
業
が
驚
異
的
な
協
働
の
効
果
を
生
む
。

農
耕
の
民
、
日
本
人
の
も
の
づ
く
り
の
強
さ

は
生
産
現
場
に
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

  

そ
し
て
、
自
治
の
現
場
で
の
公
務
員
の
働

き
で
す
。
行
政
は
縁
の
下
の
力
持
ち
。
今
度

の
災
害
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
精
一
杯
努

め
た
と
思
い
ま
す
。
土
砂
崩
れ
へ
重
機
を
回

す
、
漏
れ
を
ふ
さ
ぎ
水
を
通
す
、
道
路
の
点

検
と
応
急
措
置
、
避
難
者
へ
の
生
活
支
援
、

あ
ふ
れ
出
る
ご
み
の
収
集
運
搬
に
汗
を
か
き

ま
し
た
。
宮
城
県
南
三
陸
町
の
女
性
職
員
は
、

拡
声
器
で
津
波
の
襲
来
を
町
民
に
知
ら
せ
る

さ
な
か
流
さ
れ
ま
し
た
。
大
槌
町
で
は
町
長

を
含
め
32
人
が
犠
牲
に
な
り
、
人
員
不
足
で

苦
労
し
て
い
ま
す
。
双
葉
地
方
で
も
避
難
者

支
援
に
忙
殺
、
過
労
で
倒
れ
る
職
員
が
相
次

い
だ
と
の
こ
と
。
役
所
で
も
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
の
は
あ
た
り
ま
え
。

と
言
っ
て
も
、
頭
数
を
減
ら
せ
ば
済
む
話
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
生
活
を
支
え
る
に
は
、

意
欲
と
実
行
力
の
あ
る
公
務
員
を
一
定
数
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

  

一
方
、
中
央
の
働
き
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

広
域
な
大
災
害
で
は
、
交
通
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
物
資
の
確
保
が
極
め
て
大
事
で
、
こ
れ
は

国
の
責
務
。
と
こ
ろ
が
道
路
・
港
の
復
旧
や

住
宅
整
備
の
ス
ピ
ー
ド
は
遅
い
。
原
発
避
難

指
示
の
杜
撰
さ
に
至
っ
て
は
怒
り
す
ら
覚
え

ま
す
。
飯
館
村
の
値
が
高
い
こ
と
は
当
初
か

ら
分
か
っ
て
い
た
筈
な
の
に
、
40
日
も
た
っ

た
時
点
で
「
計
画
的
避
難
」
に
指
定
。
国

に
見
捨
て
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
。

備
蓄
量
は
十
分
あ
っ
た
中
で
の
ガ
ソ
リ
ン
不

足
。
道
路
・
鉄
道
の
寸
断
は
あ
っ
た
に
せ
よ

あ
ま
り
に
も
長
い
混
乱
。
石
油
連
盟
に
要
請

し
て
い
る
の
で
も
う
し
ば
ら
く
・
・
・
。
何

か
お
か
し
い
。
国
と
し
て
は
、「
要
請
」
で
は

な
く
「
強
制
」
的
に
供
給
さ
せ
る
べ
き
で
し

た
。
普
段
、
権
力
は
抑
制
す
べ
き
も
の
。
し

か
し
、
非
常
時
に
は
対
象
を
定
め
、
積
極
的

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

 『
現
場
の
強
さ
』

に
行
使
す
べ
き
も
の
。
ま
た
、
通
常
の
手
続

き
を
省
い
て
で
も
今
必
要
な
も
の
を
、
必
要

な
地
域
に
揃
え
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
態
勢

を
整
え
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

　
ま
ち
の
成
り
立
ち
や
地
形
が
異
な
る
よ
う

に
、
災
害
の
あ
り
さ
ま
も
違
い
ま
す
。
不
安

に
お
び
え
る
住
民
の
顔
と
息
づ
か
い
が
見
え

る
と
こ
ろ
で
し
か
、
き
め
細
か
い
対
応
は
で

き
ま
せ
ん
。
要
は
地
方
に
任
せ
る
こ
と
で
す
。

格
闘
し
て
い
る
現
場
と
間
延
び
し
た
中
央
の

ズ
レ
は
何
と
し
た
こ
と
か
。
私
の
知
る
官
僚

は
皆
優
秀
、
国
を
背
負
う
誇
り
を
持
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
政
府
と
い
う
組
織
に
な
る
と

こ
う
も
機
能
し
な
い
の
は
何
故
な
の
か
。「
大

男
総
身
に
知
恵
が
回
り
か
ね
」
で
す
。

　
東
京
電
力
も
情
け
な
い
ほ
ど
の
無
能
ぶ
り

を
さ
ら
し
ま
し
た
。
現
場
で
は
命
懸
け
で
放

射
能
防
止
と
闘
っ
て
い
る
の
に
。
本
社
幹
部

の
切
迫
感
の
な
さ
と
無
責
任
ぶ
り
に
は
あ
き

れ
ま
す
。
三
菱
や
東
芝
を
下
請
け
に
す
え
る

ほ
ど
の
超
一
流
会
社
の
実
態
が
こ
ん
な
も
の

だ
っ
た
と
は
。

   

こ
の
災
害
で
、
大
き
い
も
の
権
威
や
信
頼

が
崩
れ
、
タ
テ
の
流
れ
も
う
ま
く
働
か
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
一
方
、
自
治
体
の

ヨ
コ
の
つ
な
が
り
に
は
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

行
田
・
桑
名
・
沼
田
・
渋
川
、
山
口
・
防
府

・
下
関
・
萩
、
大
垣
・
瀬
戸
市
の
市
長
と
電

話
で
や
り
と
り
。
す
ぐ
に
水
・
毛
布
・
食
料

品
が
届
き
、
応
援
の
職
員
も
派
遣
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
前
横
浜
市
長
が
自
ら
運
転
し
粉
ミ

ル
ク
を
持
参
、
隣
り
の
那
須
町
長
か
ら
貴
重

な
軽
油
を
融
通
し
て
戴
き
ま
し
た
。
困
難
に

た
じ
ろ
い
で
い
る
時
の
折
の
救
い
の
手
は
あ

り
が
た
い
も
の
で
す
。
東
京
政
府
は
近
く
て

も
遠
い
・
大
き
く
て
も
小
さ
い
。
地
方
政
府

は
遠
く
て
も
近
い
・
小
さ
く
て
も
大
き
い
。

タ
テ
か
ら
ヨ
コ
へ
、
集
中
か
ら
分
散
へ
。
時

代
の
変
わ
り
目
を
予
感
し
ま
す
。

市
長
の

手
控
え
帖

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
活

動
報
告
写
真
展
２
０
１
１

７月16日㈯～25日㈪


